2012年度　北東学連総会　議事録
1. 出席
幹事長
会計代理
事業部長
北海道大学代表
東北大学代表・渉外
MG代表・渉外
福島大学代表
山形大学代表
岩手大学代表（兼幹事長）・渉外
岩手県立大学代表（兼事務局長代理）・渉外
松澤俊行さん
2. 各部局の報告
幹事長　東大大会前日（６月2日）に日本学連の幹事会に出席した。
会計　日本学連の登録を行った。北東学連加盟費は1000円で採決。
事務局長　北東学連役員の名簿を作成した。
広報　北極星第2号を発行
3. インカレロングセレ通過者の確認
別に掲載
4. 2012年度ミドルセレに関して
早大OC大会と併設or関東学連と共催
あらかじめ各大学でどちらの方が賛成か意見を募ってもらい発表してもらった。
	
	早大OC大会
	関東学連と共催

	北海道大学（意見は半々）
	運営者が出せないから
	ロングの後にミドルセレに集中したいから。他学連と争ういい機会だから。

	東北大学（早大OC希望が多）
	運営者を出さなくていいから。冬合宿にかぶせたくないから。
	ロングの後にミドルセレに集中したいから。

	MG（早大OC希望が多）
	特になし
	特になし

	岩手大学（出た意見のみ発表）
	１２月だと４年生の中間発表にかぶってしまい、参加人数が減ってしまう可能性があるから。
	

	岩手県立大学
	
	

	山形大学（早大に賛成）
	
	


関東学連と共催する場合運営者を出さなければならないが、もともと関東学連の独自開催なため、出せる運営者が少なくても開催は可能。また、早大OC大会と併設する場合、了解を得ている。冬合宿にかぶせたくない、という意見は北東学連全体をふまえた意見ではない。
よって、大きく対立する意見は以下の２点になる。
· 12月だと４年生の中間発表がかぶる時期で、参加人数が減ってしまったり、４年生がセレクションに集中できない可能性があるので11月がよい
· 11月だとロング前で、エリートなどを走る人にとっては集中しづらくなってしまう。さらに、今年度ミドルの北東学連の枠は少ないため、ロングに集中したいが、ミドルセレ通過のボーダーの人にとっては、意識が振られることになり得るため12月がよい
事前にどちらの日程の方が都合がいいか各大学で確かめてから決める、という意見も出たが、あらかじめ意見を募った際に賛成が多かった方が出席率は高いだろうということを想定して、今回の総会で決定することになった。
多数決をとったところ、早大OC大会：関東学連と共催＝6人：8人で関東学連と共催決定。
出せる運営者は、今のところ東北大学２名、MG１名、岩手大学３名。追加で運営者を出せる場合は連絡を幹事長までお願いします。
5. 諮問委員に関して
まず、諮問委員とは学生だけで解決できない問題に対して、助言をするなどし、解決へ導く
相談役のような機関のこと。諮問委員は北東学連OB・OGで構成され、問題に対して公平な判断をするために、一つの大学のOB・OGに偏らないよう構成されることが望ましい。
前幹事長が諮問委員長として東北大学OBの松澤俊行さんを推薦。
北東学連はこれを承認。
6. 次年度北東インカレ実行委員長について
来年度は東北大学のM1の方にお願いすることを検討。詳細は未定。
以上
